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1 はじめに
当社と多文化研との出会いは、2023年 3月に公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会
が主催した、大学関係者と企業人事担当者の名刺交換会でした。そのイベントは、ロジスティ
クスに関する教育内容や最近の学生の動向などの発表があり、学生からは学習内容が現在の業
務内容にどのように活かされているかを紹介いただき、その後、大学関係者と企業人事担当の
名刺交換会を行うというものでした。そこで、大東文化大学経営学部経営学科博士（工学）清
水真人様と名刺交換をさせていただいたのち、多文化研の長谷川礼様との繋がりに発展したの
がはじまりとなりました。その後、2023年 12月に 2023共同シンポジウム「グローバル経営
の明日を拓く」～外国人とともに働く職場の未来～に企業の取組みとして、パネルディスカッ
ションさせていただくまでに発展いたしました。

2 企業の多様性推進の取組み
当社は食品物流に特化した、サードパーティーロジスティクス（3PL）を売り物にしており
ます。この業界は労働集約型が多く、事業活動の大部分を人間の労働力に頼っているのが特徴
と言えます。従業員数は 2024年 10月末現在においてグループ全体で 7491名（パート・アル
バイト含）となり、受発注・入庫・検品・格納・補充・出荷・配送業務を倉庫部門と配送部門に
分かれて業務を営んでおります。その中で、外国人労働者は 19か国 131名の方が働いていま
すが、内訳としては、管理社員 3名、ドライバー 16名、パートアルバイト 112名となり、様々
なセクションで活躍いただいております。また、技能実習生については、コロナウイルスが蔓
延する 2020年までは 60名ほど受入れ体制を整えていたのですが、現在では経営判断によって
受入れをストップしている状況です。
更に、ドライバーに関しては自社雇用で 2638名の方が在籍しており、毎月約 20名の方にご
入社いただいている状況で、女性ドライバーに関しては 2024年 10月末現在で 206名の在籍で
す。業界内の女性ドライバーの割合は 3.5％に対し当社では 7.1％となっており、様々な取組
みから多様性推進が加速したのだと感じます。



図 1: 道路貨物運送業の輸送・機械運転従事者における女性就業者の割合と当社の割合
　（出所　総務省：労働力調査より筆者作成）

ここまで、記した中で当社の取組みと狙いを紹介させていただきますと、

• ドライバー専用の研修センター
狙い：ドライバー未経験の方でも安心して入社いただける環境整備

• 川越自動車学校をグループとして迎え入れ多角化を加速
狙い：当社に入社いただければ、免許取得が円滑に進む・免許取得支援制度の活用

• 全車両 AT車（オートマ車）へ変更
狙い：トラックの運転未経験者など、働きやすい環境にする

• 女性専用トラックを導入
狙い：女性でも安心して働ける職場環境の整備

• 自社で保育園 2園を運営　※企業主導型保育事業
狙い：多様なニーズに応えるのと、地域の待機児童削減

• 就労継続支援 B型事業と完全密閉型水耕栽培への参入
狙い：食品物流事業者として、「届ける」だけでなく「生産」することも目を背けない
※国内 GDPが減少傾向を問題視した障がい者のトレーニングの場（B型）となり、一
般就労への移行支援

• 企業内大学　アサヒ人財育成大学の運営
狙い：働きながらスキルアップできる機会の創出と社員間の繋がりを強化

など、働きやすい職場環境を整備することに力を注いで参りました。
その結果、性別、年齢、国籍、職種を問わず、多様な働き方が実現しつつある状況になって
いるのだと感じます。どの業界でも人手不足が深刻化する状況ですが、「選ばれる会社」になっ
てきたのだと思います。お陰様で、求職者から選ばれるだけでなく、お客様からも仕事のご依
頼を頂くことが増加傾向にあり本当に有難い限りです。
当社は「多様性を狙った取組みを行った」のではなく、「従業員の働きやすさを追求した」結
果、多様性に繋がっていた。という認識のほうが合致します。



3 さいごに
日本国内企業の 99.7％が中小企業です。売上高や利益率は大企業が増加する一方、中小企
業は発注側の売上原価低減の動きの中で低迷しています。近年のコスト増加分を十分に価格転
嫁するためには、適切な価格交渉が重要です。それと同時に、企業としては従業員の生活を守
る責任があるわけですから、働く環境をより良くすることも同時に進めなくてはなりません。
要するに、企業としては「選ばれる理由」を少しずつでも良いのでつくることが大切だと考
えます。そうすることで、多様な働き方が生まれ、多様性社会に対応できる体制や仕組みがで
き、従業員のエンゲージメントが向上し、より良い社会の発展に貢献できるのではないかと考
えます。
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